
KAGAMIISHI 12KAGAMIISHI13 役場窓口日曜日開設 毎週日曜日午前８時 30分から正午まで、窓口業務（証明書発行）を開設しています。 ごみは分別を 燃えるごみは、町指定のごみ袋で水をよく切って出してください。

営業時間
　ランチ　11：30～13：30（月～金曜日営業）
　　　　　　　　　　　　※祝日・土・日は予約制
　　夜　　17：00～23：00（22：00ラストオーダー）
　定休日　第１・第３水曜日

ＴＥＬ（0248）62-2026 ㈹
ＦＡＸ（0248）62-3970

今月は、東日本大震災で
被害を受け、３月からリ
ニューアルオープンをし
た扇屋の専務として働く
小林路一さんにお話を伺
いました。

全国で毎年 3万人を超える方が自殺で亡くなっ
ています。
自殺は本人だけの問題ではなく、家族や周囲の
多くの人達に大きな影響を与えます。
自殺を考えている人は、「死にたい」「死にたく
ない」という気持ちで激しく揺れ動いています。
身近な人達がいつもと違う状態に気づく事で自殺
を防ぐことにもつながります。
●自殺のサイン
１．うつ病の症状がある
２．原因不明の身体の不調が続く
３．酒量が増す
４．安全や健康が保てない
５．仕事の負担が急に増える、大きな失敗をする、
失職
６．職場や家庭でサポートが得られない
７．本人にとって価値あるもの（職、地位、家族、
財産等）を失う
８．重症の身体の病気にかかる
９．自殺を口にする
10．自殺未遂の経験がある

（厚生労働省「職場における自殺の予防と対応」より）

●相談窓口
　★心の相談
　　・こころの健康相談ダイヤル
　　　☎0570–064–556（月～金9:00～17:00）
　　・福島いのちの電話
　　　☎024–536–4343（毎日10:00～22:00）
　　・町健康福祉課
　　　☎0248–62–2115（月～金8:30～17:15）
　　・県中保健福祉事務所
　　　☎0248–75–7811（月～金8:30～17:15）
　★労働者の健康に関する相談
　　・須賀川地域産業保健センター
　　　☎0248–73–3723
　★貸金業者に関する相談
　　・日本貸金業協会福島県支部
　　　☎0570–051–051（月～金9:00～17:30）
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お勤め先
　扇屋（本町）
業種
　温泉旅館・
　ダイニング居酒屋

3月は「自殺対策強化月間」です

こんにちは
保健師です

このコーナーにご協力いただける方を募集します。職場のホー
プをご紹介ください。問い合わせ先：総務課　☎ 62-2111

Ｑ：どんなお店ですか？
リニューアルしたお店はちょっとおしゃれな感じになりまし
た。今までのお客様に加え、女性や若い方など幅広い年代で満足
していただけるような店づくりとなっています。もちろん、温泉
も今まで通りありますし、肌がすべすべになりますよ。昼はラン
チ営業、夜は居酒屋として営業しており、海鮮などが特にお勧め
です。
Ｑ：この仕事を選んだきっかけは？
東日本大震災がきっかけですね。店が被害を受けて、親が店を
もうやめようかと思っていることを聞いて、東京から鏡石町に戻
りお店をやることに決めました。調理師免許を取得し、板前も経
験しました。また、総務などの仕事もやっていたのでそれらを活
かしていきたいです。
Ｑ：将来の目標はありますか？ 
まずはお客さんが来てよかったと思えるような店づくりをして
いきたいです。お酒も充実した店なので、そのお酒に合うおつま
みも充実させていきたいと思います。そして、地元に根付いた店
となり、口コミで広がって町外からも来ていただけるような店に
なればいいですね。
Ｑ：趣味などがあれば教えて下さい。
音楽が好きなので、フェスやライブに行ったりしています。今
は忙しいですが、今年も行きたいと思っています。また、お酒（特
にワイン）が好きなので、自分が飲んでおいしいと思うものをお
店で提供していきたいと思っています。
Ｑ：鏡石町について一言。
町の名産になるようなものが出て、それが全国に広がって町が
有名になり活性化すればいいと思います。Ｂ級グルメなんかもい
いですね。そのためにも扇屋が起爆剤となり、町が盛り上がって
いくように私も頑張っていきたいと思います。
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▲工事の安全を祈願し、くわ入れをする
遠藤町長

完成予想図

鏡石町
児童ふれあい
交流施設

建築工事
安全祈願祭


